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▽
外
出
自
粛
の
空
気
が
重
苦

し
く
な
っ
て
い
た
時
期
で
し

た
が
、
以
前
か
ら
予
定
し
て

い
た
長
崎
旅
行
に
出
か
け
ま

し
た
。
一
番
の
目
的
は
、
原

爆
資
料
館
を
見
て
、
平
和
公
園
で
署
名
活
動
を
す

る
こ
と
で
し
た
が
、
雨
の
た
め
に
署
名
は
で
き
ず
、

一
緒
に
署
名
活
動
を
す
る
予
定
だ
っ
た
新
婦
人
長

崎
支
部
の
方
達
と
交
流
を
し
ま
し
た
。
▽
原
爆
資

料
館
は
、
高
校
の
修
学
旅
行
以
来
で
し
た
が
、
96

年
に
建
て
替
え
新
し
く
な
っ
た
記
念
館
は
き
れ
い

す
ぎ
て
、
悲
惨
さ
を
伝
え
る
迫
力
が
薄
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
多
感

だ
っ
た
高
校
生
の
時
に
は
、
涙
な
く
し
て

は
見
ら
れ
ず
記
念
館
を
出
る
頃
に
は
、
皆

黙
り
こ
く
っ
て
、
気
分
の
悪
く
な
る
級
友

も
い
ま
し
た
。
広
島
の
資
料
館
も
そ
う
で

し
た
が
、
展
示
の
あ
り
方
は
難
し
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
▽
け
れ
ど
、
『
長
崎
の
鐘
』

『
こ
の
子
を
残
し
て
』
等
の
作
者
で
あ
り
、

長
崎
医
大
で
医
学
博
士
だ
っ
た
永
井
隆
記

念
館
で
は
、
永
井
博
士
の
生
き
方
を
通
し

て
原
爆
の
悲
惨
さ
、
戦
争
の
無
意
味
さ
が

ス
ト
レ
ー
ト
に
胸
に
突
き
さ
さ
り
ま
し
た
。

「
原
子
爆
弾
は
長
崎
で
お
し
ま
い
！
長
崎

が
ピ
リ
オ
ド
！
平
和
は
長
崎
か
ら
！
だ
れ

も
が
そ
う
叫
ん
で
い
る
。
お
よ
し
な
さ
い
、

や
め
な
さ
い
、
戦
争
だ
け
は
や
め
て
く
だ

さ
い
。
」
そ
の
た
め
に
は
悲
惨
な
真
相
を
知
ら
せ

な
け
れ
ば
と
白
血
病
に
侵
さ
れ
寝
た
き
り
の
体
で

13
冊
も
の
本
を
書
き
残
し
た
博
士
の
生
涯
。
妻
を

原
爆
で
殺
さ
れ
、
二
人
の
幼
子
を
残
し
て
死
な
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
無
念
さ
は
ど
れ
ほ
ど
の
も

の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
▽
被
爆
の
真
相
を
知
る
事

の
大
事
さ
は
、
被
害
の
数
字
や
爆
弾
の
威
力
を
頭

で
理
解
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
亡
く
な
っ
た
人
や

残
さ
れ
た
人
の
辛
さ
・
無
念
さ
を
感
じ
る
事
な
の

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

長崎を訪ねて ～吉澤 はつ江～ 風の
子
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憲法９条をまもり活かす新聞意見広告
―賛同募集始まる―

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に
、

新
聞
全
面
を
使
っ
た
意
見
広
告
の

掲
載
が
始
ま
っ
て
、
今
年
は
10
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
静
岡

県
内
の
有
志
「
九
条
の
会
」
が
主

宰
す
る
も
の
で
す
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
富
士
川
以
西
、

大
井
川
以
東
）
で
、
毎
年
一
番
多

く
賛
同
者
を
集
め
て
い
る
「
清
水

女
性
９
条
の
会
」
の
石
垣
鈴
江
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

問

会
員
は
何
人
で
す
か
？

答

現
在
は
２
８
０
人
で
す
。

発
会
当
初
は
３
３
０
人
だ
っ
た

の
で
す
が
、
施
設
に
入
ら
れ
た

り
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方

な
ど
、
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

問

意
見
広
告
の
チ
ラ
シ
を

１
０
０
０
部
用
意
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
配
布
さ

れ
る
の
で
す
か
。

答

ま
ず

初
に
チ
ラ
シ
が
で

き
る
と
す
ぐ
、
会
員
に
は
機
関
紙

（
Ａ
３
・
４
ペ
ー
ジ
）
で
宣
伝
し

郵
送
し
ま
す
。
個
人
的
に
も
毎
年

参
加
し
て
く
れ
る
友
人
た
ち
に
は

す
ぐ
手
紙
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
活
動
の
な
か
で
、
賛

同
者
が
ま
わ
り
に
勧
め
て
く
れ
る

こ
と
が
大
き
い
で
す
。
そ
し
て
、

チ
ラ
シ
の
半
数
は
い
ろ
ん
な
団
体

や
大
き
な
催
し
も
の
の
会
場
に
置

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問

今
年
の
目
標
は
、
賛
同
者

４
５
０
人
だ
そ
う
で
す
が
、
具
体

的
な
戦
略
は
？

答

事
務
局
の
８
名
の
女
性
が

窓
口
に
な
っ
て
賛
同
者
を
ま
と
め

ま
す
。
清
水
で
は
、
５
つ
の
「
９

条
の
会
」
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
が
す
べ
て
を
取
り
ま
と
め

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
８
名
が

終
締
め
切
り
ま
で
に
何
回
か
集
ま
っ

て
、
集
計
状
況
を
共
有
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
お
互
い
刺
激
し
合
い
、

終
目
標
達
成
の
力
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
４
５
０
名
を
扱
う
と
な

る
と
、
一
人
の
担
当
者
で
は
無
理

な
の
で
、
「
会
計
」
と
「
氏
名
管

理
」
を
分
け
、
交
通
整
理
を
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ

で
ス
ム
ー
ス
に
集
計
が
で
き
ま
す
。

お
話
を
伺
っ
て
、
声
高
に
主
義

主
張
を
訴
え
る
よ
り
、
コ
ア
メ
ン

バ
ー
の
連
携
と
熱
い
思
い
こ
そ
が
、

賛
同
を
得
ら
れ
る
原
動
力
に
な
る

の
で
は
、
と
感
じ
ま
し
た
。

（
三
輪

矩
正
）

国家の底が抜ける！

安倍政権の問題はいろいろあるが、これだけ

は絶対に許してはいけないのが、東京高検黒川

弘務検事長の定年延長だ。検事長と検事総長の定年の差を利用

して、次期検事総長に就任させる狙いは見え見えだ。これは、

検事の定年延長を認めていない検察庁法違反である。朝日新聞

の素粒子欄は、これを許したら「国家の底が抜ける」とまで言っ

ている。

黒川氏と言えば、「官邸のお庭番」と揶揄されるほど安倍寄

りで有名な人物である。今までいろいろな疑惑を握りつぶして

きた。安倍政権は、今、河井元法務相夫妻の選挙違反問題、Ｉ

Ｒ汚職問題、さらに自身の桜を見る会の「政治資金規正法」ま

たは、「公職選挙法」違反の疑いなどのアキレス腱を抱えてい

る。

こんな時に黒川氏のような人物を、総理大臣をも逮捕できる

権限を持つ検事総長に任命しようとするのはあまりにも不正義

すぎないか。

行政権力が司法権力の一端である検察の人事に手を突っ込む

ことは、明らかに民主主義の根本原則である三権分立を損なう

ものである。まさに国家の底が抜けてしまう。手続きも破綻し

ている。根拠を尋ねられた安倍首相が「解釈変更」をしたとい

うので、それまでの答弁と辻褄が合わなくなり、すでに、法務

大臣や官僚は答弁不能の状態に陥っている。

コロナウィルス対策も重要だが、この問題も国家の緊急事態

であり、安倍政権の存在そのものが緊急事態である。（編集子）

つむじ風

「
憲
法
９
条
を
守
り
活
か
す
意
見
広
告
」
チ
ラ
シ



３
月
15
日
（
日
）
静
岡
労
政
会
館

で
、
標
記
の
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
は
、
静
岡
県
平
和
委
員
会
、

安
保
破
棄
静
岡
県
実
行
委
員
会
、
静

岡
県
革
新
懇
の
３
者
。
「
赤
旗
」
政

治
部
記
者
の
竹
下
岳
さ
ん
の
講
演
が

メ
イ
ン
。
以
下
講
演
の
内
容
と
感
想

で
す
。

日
米
地
位
協
定
の
主
な
問
題
点
は
、

①
米
軍
に
国
内
法
が
適
用
さ
れ
な
い

（
外
国
軍
の
国
内
法
適
用
は
国
際
的

常
識
）
②
米
軍
基
地
へ
の
立
ち
入
り

権
が
な
い
③
訓
練
・
演
習
の
規
制
が

で
き
な
い
な
ど
、
世
界
で
も
類
例
の

な
い
外
国
軍
優
位
の
協
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
問
題
と
思
わ
れ
る
の
は
、

一
般
的
に
地
位
協
定
は
、
駐
留
す
る

外
国
軍
の
保
護
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
が
、
日
米
の
そ
れ
は
、
「
基
地

設
置
権
」
「
基
地
管
理
権
」
「
基
地

の
自
由
使
用
権
」
ま
で
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
日
米
安
保
条
約
第
６
条
に

お
い
て
「

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、

そ
の
陸
軍
、
空
軍
及
び
海
軍
が
日
本

国
に
お
い
て
施
設
及
び
区
域
を
使
用

す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
」
と
定
め
、

日
本
全
国
で
米
軍
が
望
む
と
こ
ろ
は

ど
こ
で
も
基
地
に
で
き
る
（
全
土
基

地
方
式
）
を
具
体
化
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

な
ぜ
、
そ
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？こ

れ
は
、
安
保
条
約
の
成
り
立
ち

か
ら
き
て
い
る
か
ら
で
、
そ
も
そ
も

進
駐
軍
の
駐
留
継
続
を
合
法
化
し
た

も
の
だ
か
ら
で
す
。
戦
勝
国
と
敗
戦

国
と
の
圧
倒
的
な
力
関
係
の
も
と
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の

い
い
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
ま
さ
に
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の

植
民
地
同
様
の
存
在
と
な
っ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
主
権
国
家
と
は
到
底

言
え
な
い
で
す
ね
。

そ
の
ほ
か
、
米
軍
は
日
本
を
守
ら

な
い
こ
と
、
む
し
ろ
在
日
米
軍
基
地

の
存
在
が
日
本
を
危
険
に
し
て
い
る

こ
と
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
、
韓
国
な
ど
で
数

次
に
わ
た
っ
て
地
位
協

定
が
改
定
さ
れ
て
い
る

の
に
日
本
で
は
一
度
も

改
定
さ
れ
な
い
こ
と
な

ど
、
分
か
り
や
す
く
話

さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
気
づ

く
こ
と
が
多
い
講
演
で

し
た
。
（
編
集
部
）
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日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
？

「
日
米
地
位
協
定
」
学
習
・
集
会

開
催
！

３月

29日（日）９の日行動 青葉前 12：00～

４月

７日（火）ヒバクシャ署名 東急前 12:00～

９日（木）９の日行動 青葉前 12：00～

19日（日）オール静岡アクション 青葉前 16：30～

29日（水）９の日行動 青葉前 12：00～

平和の動き ３～4月

「帝国に生きた少女たち」

京城第一公立高等女学校生

の植民地体験

広瀬玲子著 大月書店

この本は、1927～45年まで、

在籍した京城第一高等女学校生

徒の生活体験、経験をまとめた

ものである。著者が22人のイン

フォーマント（言語調査協力者）

から受け取った様々な情報が、

日本帝国の植民地支配の構造を

浮かび上がらせる。

生徒は、大変恵まれた家庭の

子女ばかりである。事業者、官

吏など、官吏は内地の６割増し

の手当があった。21人のうち使

用人を雇っていた家庭は15人。

多くの使用人は朝鮮人だったが、

裕福な家では日本人の使用人を

雇っていた。日本人は12円、朝

鮮人は８円。ここにも植民地性

を見る。

生徒は、内地の女学校と比べ

ると、荒っぽく、粗雑な面はあっ

たが、開放的、開明的で進取の

気風に富んでいたという。教育

レベルは高く、上級学校への進

学率も高かった。学校の教育は

厳しい面もあったが、彼女らは、

女学校生活を謳歌したと言える。

彼女らに、朝鮮人はどう映っ

ていたか？ 生活する上での接

点は？ とりわけひどい扱いを

したとは書いていない。多くの

場合、居住地は分離されていた。

彼女たちの朝鮮人との接点の多

くは使用人とであった。既婚女

性の使用人はオモニと呼ばれ、

名前はあまり意識されることは

なかったという。そして、街で

見かける朝鮮人やその居住地は、

風景の一部としか映らなかった

ようである。

内地へ行った者は、日本人が

電車の運転手をしているところ

を見て驚いている。生まれた時

から京城暮らしだった彼女は、

戸外での労働、肉体労働は朝鮮

人がするものだと思っていたの

である。日本人と朝鮮人の階層

関係を垣間見たこの体験は、鮮

烈であったと体験者は語ってい

る。

敗戦の体験はより強烈だった。

玉音放送が終わるや、朝鮮人教

員は、ぱあっぱあっと朝鮮語で

話し出した。玉音放送の後、し

ばらくして外に出たら「見たこ

とのない旗」が軒に翻っていた。

大極旗である。日本人と朝鮮人

との階層関係は逆転した。

敗戦後の彼女たちを襲ったも

のは？ この本を読んでほしい。

この本には、強制労働とか、

日本語の押し付け、創氏改名な

ど日本の植民地政策の残酷な面

は、直接出てこない。朝鮮人の

慰安婦は、彼女たちとは一見遠

いところに存在した。しかし、

それらは、植民者二世の彼女た

ちの日常の裏返しであった。そ

のことは、生徒の多くが、植民

地体験が終了した後内地で気づ

くことになる。 （合戸 政治）

平和の本の紹介

私
は
１
９
４
１
年
、
東
京
の
下
町
深

川
生
ま
れ
。
空
襲
激
化
で
豪
雪
地
新
潟

県
へ
戦
争
難
民
と
し
て
疎
開
。
暗
く
寒

い
こ
の
地
で
小
学
校
～
高
校
を
過
ご
す
。

高
校
時
代
、
男
声
合
唱
団
で
合
唱
に
は

ま
る
。

１
９
６
４
年
、
静
岡
工
業
高
校
定
時

制
へ
社
会
科
教
師
と
し
て
赴
任
。
昼
間

は
静
大
研
究
生
と
し
て
、
当
時
大
岩
に

あ
っ
た
静
岡
大
学
へ
。
静
大
混
声
合
唱

団
の
メ
ン
バ
ー
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
時
代

の
ア
カ
ペ
ラ
を
楽
し
む
。
私
は
無
神
論

者
で
無
宗
教
、
し
か
し
西
洋
音
楽
を
語

る
に
は
キ
リ
ス
ト
教
と
切
り
離
し
て
語

れ
な
い
の
で
、
教
会
音
楽
中
心
に
な
る

が
ど
う
か
ご
容
赦
を
。

金
谷
高
校
へ
転
勤
し
て
か
ら
合
唱
団

「
清
水
ト
ル
ヴ
ェ
ー
ル
」
へ
。
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
～
バ
ロ
ッ
ク
時
代
へ
の
橋
渡
し

を
し
た
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
マ
ド
リ

ガ
ー
レ
を
中
心
に
テ
ノ
ー
ル
と
ア
ル
ト

（
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
）
を
歌
う
。

モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
８
声
の
『
聖

母
マ
リ
ア
の
夕
べ
の
祈
り
１
６
１
０
年
』

は
35
年
前
、
静
岡
で
全
曲
演
奏
会
あ
り
。

東
京
ま
で
出
か
け
て
何
度
も
聴
く
。
３

年
前
に
私
は
抜
粋
版
で
第
２
バ
ス
で
参

加
。
声
が
出
る
う
ち
に
全
曲
歌
い
た
い

が
、
合
唱
後
進
県
静
岡
で
は
所
詮
夢
で

終
わ
る
の
で
し
ょ
う
。

極
め
つ
き
の
名
演
は
イ
ギ
リ
ス
の

「
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
合
唱
団
」
の
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
「
サ
ン
マ
ル
コ
大
聖
堂
」
で

の
ラ
イ
ヴ
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
お
勧
め
で
す
。

講演する竹下岳「赤旗」記者

私の好きな音楽(１)

～ 宮 秀雄 ～


